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表 1　自由記述項目
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1．本学会会員の東京 2020大会参加状況調査

取りまとめ担当者：赤間高雄

●1）調査実施方法

本学会の会員（正会員，準会員，名誉会員）に
対して，東京 2020大会への参加状況のアンケート
調査を行った．調査期間は 2021年 12月～2022
年 3月 17日で，調査方法は本学会ホームページで
の webアンケート形式で実施した．
調査項目は，氏名，会員番号，参加状況（オリ
ンピック・パラリンピックの別，会場，競技，役
割，出務日数）を 4件まで，および表 1にあげた
観点での参加者の意見の自由記述であった．

●2）結 果

回答は 897件あったが，複数回回答した者の重
複を削除して，864件の有効回答であった．東京
2020大会への参加者は 365名（42.2%），不参加者
は 484名（56.3%），参加/不参加の回答なしが 11
名（1.3%）であった（図 1）．調査期間の初期は参
加者が回答するように呼びかけ，途中から，不参
加者も回答するように求めたため，参加者は概ね
回答したが，不参加者は回答率が悪かったと考え

られる．
参加と回答した者 365名のオリンピックとパラ
リンピックとの参加状況を表 2に示す．オリン
ピックとパラリンピックの両方に参加した者は
103名（28.2%），オリンピックのみ参加した者は
211名（57.8%），パラリンピックのみ参加した者は
51名（14.0%）であった．参加件数は，1件参加 193
名（52.9%），2件参加 127名（34.8%），3件参加 36
名（9.9%），4件参加 9名（2.5%）であった．
回答者の会員番号と学会に登録された情報とか

ら参加者の属性を集計した（表 3）．正会員グルー
プは，医師/歯科医師であり，名誉会員は正会員グ
ループに含めた．ただし，准会員から正会員になっ
た者は医師/歯科医師ではないので，准会員グルー
プとして集計した．
参加者の正会員グループ 221名の臨床専門性を

本学会に本人が登録した「ベーシック領域」と「エ
キスパート領域」ごとに集計した（表 4）．また，
准会員グループの資格・身分について，本学会に
登録された情報にしたがって集計した（表 5）．
参加者ののべ参加件数（1人が複数の参加件数
がある場合はそれぞれ別の参加としてカウント）
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図 1　回答者の東京 2020 オリン
ピック及びパラリンピック
への参加状況

表 2　参加者のオリンピックとパラリンピックと
の参加状況
構成比は小数点以下第 2位を四捨五入して
いるため，合計しても必ずしも 100 とはな
らない

A  

B 1-4

103 28.2%
211 57.8%
51 14.0%

1 193 52.9%
2 127 34.8%
3 36 9.9%
4 9 2.5%

表 3　参加者の会員属性
正会員グループには名誉会員を含む．准会員から正会員になった者は準会員グループとして集計．
構成比は小数点以下第 2位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とはならない

A 

C 

B 

D 

310 84.9%
54 14.8%
1 0.3%

363 99.5%
1 0.3%
1 0.3%

30 9 2.5%
31-40 85 23.3%
41-50 118 32.3%
51-60 100 27.4%
61-70 42 11.5%
70 9 2.5%

2 0.5%

221 60.5%
142 38.9%

2 0.5%

は，オリンピック参加件数が 432件，パラリンピッ
ク参加件数は 186件であった．オリンピックへの
参加状況について，会場別の参加件数は表 6，競技
別の参加件数は表 7に示す．オリンピックに参加
した者のオリンピックにおける役割を表 8，オリ
ンピックにおける出務日数を表 9に示した．パラ
リンピックへの参加状況について，会場別の参加
件数は表 10，競技別の参加件数は表 11，パラリン
ピックに参加した者のパラリンピックにおける役
割を表 12，パラリンピックにおける出務日数を表
13に示した．
表 1の各観点について，「良かった点」と「課題」
とを参加者に自由記述で回答してもらった．図 2
に，コメントの件数を全回答，正会員グループ，
准会員グループごとに示す．「メディカルチームの

構成員」「チーム内コミュニケーション」「医療技
術・知識」「医療資器材・医療機器・関連機材」「医
薬品」については，「良かった点」のコメント数が
「課題」とのコメント数よりも多かった．「チーム外
とのコミュニケーション」「メディカル研修」「カル
テ・電子カルテ」については，「課題」とのコメン
ト数が「よかった点」のコメント数よりも多く，
とくに「カルテ・電子カルテ」については「課題」
のコメントが多かった．
各観点に対する自由記述の各コメントから主な

論点を抽出して論点ごとに分類してコメント数を
カウントした．1つのコメントが複数の論点に該
当する場合はそれぞれにカウントした．「メディカ
ルチームの構成員」について「良かった点」のコ
メントの主な論点は表 14，「課題」のコメントの主
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表 4　正会員グループ 221 名の専門性
A　ベーシック領域
B　エキスパート領域
構成比は小数点以下第 2位を四捨五入しているため，合計しても必ずしも 100 とはならない

g. 86 38.9%
e. 51 23.1%
a. 20 9.0%
v. 6 2.7%
z. 4 1.8%
d. 3 1.4%
f. 2 0.9%
h. 2 0.9%
j. 2 0.9%
o. 2 0.9%
p. 2 0.9%
q. 2 0.9%
b. 1 0.5%
c. 1 0.5%
i. 1 0.5%
l. 1 0.5%

35 15.8%

81%
179/221

139
50
23
12
10
8
8
7
6
6
5
4
3
3
3
2
1
1
1
1

15

表 5　準会員グループ 142 名の資格と身分（複数回
答）

97%
138/142

92
45

45

12

8
7
5
4
3
3

JADA 3

2
2
1

17

な論点については表 15に示した．「チーム内コ
ミュニケーション」について「良かった点」のコ
メントの主な論点は表 16，「課題」のコメントの主
な論点については表 17に示した．「チーム外との
コミュニケーション」について「良かった点」の
コメントの主な論点は表 18，「課題」のコメントの
主な論点については表 19に示した．「メディカル
研修」について「良かった点」のコメントの主な
論点は表 20，「課題」のコメントの主な論点につい
ては表 21に示した．「医療技術・知識」について
「良かった点」のコメントの主な論点は表 22，「課

題」のコメントの主な論点については表 23に示
した．「医療資器材・医療機器・関連機材」につい
て「良かった点」のコメントの主な論点は表 24，
「課題」のコメントの主な論点については表 25
に示した．「医薬品」について「良かった点」のコ
メントの主な論点は表 26，「課題」のコメントの主
な論点については表 27に示した．「カルテ・電子
カルテ」について「良かった点」のコメントの主
な論点は表 28，「課題」のコメントの主な論点につ
いては表 29に示した．
最後に，「会員として学ばれたこと，次の世代へ
のメッセージ」を自由記述で回答してもらった．
各コメントから主な論点を抽出して論点ごとに分
類してコメント数をカウントした．1つのコメン
トが複数の論点に該当する場合はそれぞれにカウ
ントした．表 30に回答の件数を全回答，正会員グ
ループ，准会員グループごとに示し，正会員のコ
メントの主な論点と回答例を表 31，準会員のコメ
ントの主な論点と回答例を表 32に示す．

●3）おわりに

調査にご協力いただきました会員の皆様に御礼
申し上げます．
ご参考として，東京オリンピック・パラリン

ピック競技大会組織委員会が公表している「東京
2020大会の振り返り」（https://www.mhlw.go.jp/
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表 6　オリンピックでの参加件数（会場別）

72
20
19
16
16
14
11
11
10
10
9
9
8
8
8
8
8
7
7
6
6
6
6

5
5
5
5
5
5
4
4
4

IBC/MPC 4
4
3
3
3
3
3

MTB 3
2002 2

1
30
36

表 7　オリンピックでの参加件数（競技別）

29
28
28
24
22
15
13
12
11
9
9
7
7
7
7
7
6
6
6
6
5
5
4
4
4
4
3
3
3
2
1
1

30
104

content/001087451.pdf 参 照 2023年 5月 11日）
によると，組織委員会の医療スタッフ数は，医師
がオリンピック 1497名とパラリンピック 781名，
歯科医師がオリンピック 125名とパラリンピック
53名，薬剤師はオリンピック 36名とパラリン
ピック 21名，看護師はオリンピック 1280名とパ

ラリンピック 629名，理学療法士はオリンピック
726名とパラリンピック 335名，その他（臨床検査
技師，放射線技師，視能訓練士，歯科衛生士/技工
士，および救急救命士等）がオリンピック 849名
とパラリンピック 351名となっている．



オリンピック・パラリンピック総括委員会 活動報告

日本臨床スポーツ医学会誌：Vol. 32 No. 1, 2024.6

表 8　参加者のオリンピックでの役割

176
100

Athlete Medical Supervisor (AMSV) 22
Athlete Care Assistant (ACA) 15

13
6
5

Venue Medical O cer (VMO) 5

4

4
Deputy Venue Medical O cer (DVMO) 1

53
28

表 9　参加者のオリンピックでの出務日数

1 36
2 42
3 51
4 10 197
11 20 51
21 30 10
30 13

表 10　パラリンピックでの参加件数（会場別）

56
17
9
7
7
6
6
6
5
5
5
4
3
3

IBC/MPC 3
2
2
2
1
1

23
13

表 11　パラリンピックでの参加件数（競技別）

23
8
7
6
5
5
5

5 4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
1
1
1

26
64
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図 2 参加者の意見（件数）
有効回答件数の比較
表 1の各観点について，良かった点と課題とを自由記述で回答してもらった．回答の件数を全
回答，正会員グループ，准会員グループごとに示す．

表 12　参加者のパラリンピックでの役割

68
44
9
6

Athlete Medical Supervisor (AMSV) 4

4

Athlete Care Assistant (ACA) 2
2
1

Deputy Venue Medical O cer (DVMO) 1
Venue Medical O cer (VMO) 0

33
12

表 13　参加者のパラリンピックでの出務日数

1 15
2 30
3 17
4 10 80
11 20 20
21 30 5
30 6



オリンピック・パラリンピック総括委員会 活動報告

日本臨床スポーツ医学会誌：Vol. 32 No. 1, 2024.8

表 14 「メディカルチームの構成員」についての「良かった点」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表 15 「メディカルチームの構成員」についての「課題」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある
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表 16 「チーム内コミュニケーション」についての「良かった点」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表 17 「チーム内コミュニケーション」についての「課題」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある
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表 18 「チーム外とのコミュニケーション」についての「良かった点」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表 19 「チーム外とのコミュニケーション」についての「課題」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある
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表 20 「メディカル研修」についての「良かった点」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表21 「メディカル研修」についての「課題」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表 22 「医療技術・知識」についての「良かった点」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある



オリンピック・パラリンピック総括委員会 活動報告

日本臨床スポーツ医学会誌：Vol. 32 No. 1, 2024.12

表 23 「医療技術・知識」についての「課題」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表 24 「医療資器材・医療機器・関連機材」についての「良かった点」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表 25 「医療資器材・医療機器・関連機材」についての「課題」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある
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表 26 「医薬品」についての「良かった点」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表 27 「医薬品」についての「課題」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表28 「カルテ・電子カルテ」についての「良かった点」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある
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表 29 「カルテ・電子カルテ」についての「課題」（参加者の自由記述のまとめ）
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表 30 「会員として学ばれたこと，次の世代へのメッセージ」
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある
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表 31 「会員として学ばれたこと，次の世代へのメッセージ」正会員の主な論点と回答例
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある

表 32 「会員として学ばれたこと，次の世代へのメッセージ」准会員の主な論点と回答例
1つのコメントが複数の論点に該当するものもある


